
岩手県立大学地域政策研究センター 令和 3 年度地域協働研究（ステージⅠ） 

＜研究課題名：「在住外国人の実態調査による多文化共生社会推進に向けた施策提案 

 －岩手県盛岡市の事例―」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市在住外国人の生活と意識に関する 

調査報告書 

－多文化共生社会の推進に向けて－ 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 
 

 

 

 

盛岡市交流推進部文化国際課 

岩手県立大学総合政策学部 山田研究室・Tee 研究室 

  



1 

 

目次 

 

1. 調査概要 ......................................................................... 2 

 (1) 調査の目的と方法 ............................................................. 2 

 (2) 実施体制 ..................................................................... 2 

 (3) 回答数および回収率 ........................................................... 2 

 

2. 調査結果 ......................................................................... 3 

 問１ あなたのことを教えてください。 ............................................. 3 

 問２ あなたの 日本語について 教えてください。 ................................... 6 

 問３ あなたが 住んでいる 地域のことについて 教えてください。 .................... 7 

 問４ あなたの今の生活について教えてください。 ................................... 9 

 

3. 考察と今後の施策提案 ............................................................ 14 

 

【謝辞】 ........................................................................... 24 

 

【参考資料】 ........................................................................ 1 

 (1) 調査依頼文書 ................................................................. 2 

 (2) 郵送調査票 ................................................................... 2 

 (3) 封筒（発送用） ............................................................... 6 

 (4) 封筒（返信用） ............................................................... 7 

 

 

 

  



2 

 

1. 調査概要 

(1)調査の目的と方法 

 【目的】盛岡市内の在住外国人は令和 2（2020）年の新型コロナウイルス感染拡大前まで増加傾向

にあり、平成 31年 4 月の出入国管理法の改正により、アフターコロナにおいては、さらなる増

加が見込まれている。しかし、特に就労在住外国人については生活実態等の把握が難しく、対応

が困難な状況になっている。在住外国人の増加に伴い、自治体として、これまで以上に総合的・

体系的な対応が必要となってくることから、本研究では在住外国人の実態調査（アンケート調査）

を行うことで、現在の課題やニーズを浮き彫りにし、それらに添った解決策（施策等）を提示し

ていくことを目的とした。 

   なお、本調査は、岩手県立大学地域政策研究センターの令和 3 年度地域協働研究（ステージ

Ⅰ）に採択された共同研究（研究課題名：「在住外国人の実態調査による多文化共生社会推進に

向けた施策提案－岩手県盛岡市の事例―」）の一環として実施した。 

 

 【方法】 

 ＊対象：盛岡市在住の全ての在住外国人（18歳以上）  

  ＊調査期間：令和 3（2021）年 8月 6日〜同 8月 25日  

 ＊配布数：1,458 

 ＊依頼方法：対象者に「盛岡市在住外国人アンケート調査」の依頼文書と調査票（日本語）、およ

び返信用封筒を郵送 

 ＊アンケートの回答方法： 

  ・①郵便による調査票の返送 あるいは②Google フォームでの Web回答のいずれかを回答者が選択 

  ・依頼文書には、Google フォームの回答にアクセスするための QRコードを言語ごとに付した。 

  ＊使用言語：日本語（ルビ付き日本語）・英語・中国語・ベトナム語・ミャンマー語  

  ・依頼文書には、日本語の他、英語・中国語・ベトナム語・ミャンマー語を併記した。 

  ・郵送した紙の調査票は日本語のみとし、Google フォームでは上記 5言語から選択 

  ・送信・返信用封筒のいずれも、主文は日本語で表記し、連絡先等は他の 4言語を併記した。  

  ＊周知方法・協力依頼：盛岡市内および近隣自治体の専門学校・大学や在住外国人の就労先に対し、

アンケートの協力を呼びかけるポスター等の掲示を依頼した。 

 

(2)実施体制 

 ＊調査企画・実施者：主に下記メンバーで協議しながら調査の企画・実施・集計・考察を行った。な

お、本報告書の執筆およびその元となる分析も下記 3名の共同作業による。 

   盛岡市交流推進部文化国際課（担当：山田祐子）  

   岩手県立大学総合政策学部 教員 2名（山田佳奈・准教授・研究代表者／Tee Kian Heng・教授） 

 

(3)回答数および回収率   
 

回答数 

郵送 292（内 無効 0）             

Web（Google フォーム） 278（内 無効 2）   

合計 570（内 無効 2） 回収率：38.96％（有効回答数 568） 
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2. 調査結果  

 本節では、調査結果の単純集計結果およびそれらの結果から読み取れる傾向を記す。 

 なお、各質問肢の文言はそのまま記載しているが、実際の調査票では漢字にルビを付すなど、体裁

は若干異なる。詳細については本報告書の【参考資料】(2)郵送調査票を参照されたい。 

 

問１ あなたのことを教えてください。 ＜回答者の属性＞ 

問１（１）あなたの国籍（国・地域）はどこですか。（１つだけ〇） 

 

 国籍として「①中国」（23％）

が最も多く、次いで「③ベトナ

ム」（20％）、「②韓国・朝鮮」

（12％）、「④フィリピン」（8％）

となっている。さらに、「④ミャ

ンマー」・「⑧バングラデシュ」・

「⑨アメリカ」がそれぞれ約 5％

である。 

 

 

 

問１（２）あなたの性別を教えてください。（１つだけ〇） 

 

 「①男性」が 44％、「②女性」が 55％であり、割合としてはおおむね半々と言えるが、若干女性

の割合が高い。 

 

問１（３）何歳ですか。（１つだけ〇） 

 

 回答者を年代別に見ると「②20代」（41％）が最も多く、次いで「③30代」（25％）、「④40代」

（15％）の順となっている。  

① 男性

44%
② 女性

55%

③ その他

1%

問１(２) 性別 (n=566）

①0%

②41%

③25%

④15%

⑤10%
⑥4%

⑦5%

問１(３) 年齢 (n=564）

① 19歳以下 ② 20～29歳 ③ 30～39歳
④ 40～49歳 ⑤ 50～59歳 ⑥ 60～69歳
⑦ 70歳以上

① 中国

23%

② 韓

国・朝鮮

12%

③ ベトナム

20%④ フィリピン

8%

⑤ ミャンマー

5%

⑥ ネパール

4%

⑦ モンゴル

3%

⑧ バングラデシュ

5%

⑨ アメリカ

5%

⑩ インドネシア

2%

⑪ その他

13%

問１(１) 国籍（国・地域） (n=565）
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問１（４）在留資格はどれですか。（１つだけ〇） 

 

 在留資格別に見ると、「①永住者・特別永住者」（31％）が最も多く、続いて「③技能実習」

（24％）、「②留学」（17％）、「⑤日本人の配偶者等」（8％）、「⑨技術・人文知識・国際業務」

（7％）の順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（５）日本には全部でどのくらい住んでいますか。（１つだけ〇） 

 

 

 日本での居住期間は、「⑥10年以

上」（36％）という回答が最も多かっ

た。その次に多い回答は「③1年以上

〜3年未満」（27％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

①永住者・特別永

住者

31%

②留学

17%

③技能実習

24%

④特定技能

6%

⑤日本人の配偶者等

8%

⑥家族滞在

2%

⑦特定活動

1%

⑧技能

1%

⑨技術・人文知識・国際業務

7%
⑩その他

3%

問１(４) 在留資格 (n=562）

①６か月未満

0%

②６か月～１

年未満

8%

③１年以上～

３年未満

27%

④３年以上～

５年未満

16%

⑤５年以上～

10年未満

13%

⑥10年以上

36%

問１(５) 居住期間【日本】 (n=565)
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問１（６）盛岡市には全部でどのくらい住んでいますか。（１つだけ〇） 

 
  

 盛岡市での居住期間は「③1年以上〜3年未満」

（34％）が最も多く、その次が「⑥10 年以上」

（27％）となった。 

 

 

 

 

 

 

 
 

問１（７）あなたの仕事・職業を教えてください。（１つだけ〇） 

 

 仕事・職業については「⑤技

能実習生」（24％）に次いで「④

学生」（19％）・「①正社員・正職

員」（18％）の割合が高い。 

 前 2者（技能実習生・学生）

合わせて 4割強となっており、

問１(３)の年齢構成で見たよう

に、今回の回答者は比較的若い

世代が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 以上、問１では回答者の属性を概観した。この中で特に年齢や在留資格等の割合は在住外国人の

住民登録情報とほぼ同じ割合となっており、このアンケートは特定の年代や在留資格、国籍等に偏

ったものではないといってよいだろう。 

  

①正社員・正

職員

18%

②アルバイト・パート

10%

③派遣社員

2%④学生

19%

⑤技能実習生

24%

⑥特定技能

5%

⑦自営業

6%

⑧主婦・主夫

9%

⑨仕事はして

いない

2%

⑩いま仕事を

探している

1%

⑪その他

4%

問１(７) 仕事・職業 (n=557)

①６か

月未満

7%

②６か月～１

年未満

10%

③１年以上～

３年未満

34%

④３年以上

～５年未満

13%

⑤５年以上～

10年未満

9%

⑥10年以

上

27%

問１(６) 居住期間【盛岡市】
(n=558)
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問２ あなたの日本語について教えてください。  

問２（１）あなたは  日本語検定（日本語能力試験）を 持っていますか。 

①持っている（次の１つに〇 ⇒ N5 ・ N4 ・ N3 ・ N2 ・ N1 ） 
②持っていない 

 

 日本語検定（日本語能力試験）の有無については、回答者の半数以上が「②持っていない」と

回答している。  

 また、この日本語検定を「①持っている」とした回答者にその検定レベルを尋ねたところ、①

N1（27％）と②N2（26％）の保有者がほぼ同数であった。 

 

 

問２（２）あなたが日本語でできることはどれですか。（いくつでも〇） 

 

 日常生活場面において日本語でできることを尋ねたところ、4 項目のうちで「①レストランで日

本語のメニューから注文する」（71％）の割合が最も大きかった。 

 他方、日本語での書類の記載（②：52％）や病状の説明（③：55％）といった場面では、およそ

半数の回答者が日本語の使用に困難を感じていることがうかがえた。こうした住民生活に必要な手

続きや健康面に関わる点での言語サポートがより求められるといえる。 

 

  

71%

①レストランで 日

本語のメニューから

注文する (n=553)

61%

④日本のテレビの

ニュースがだいたい

わかる (n=553)

55%

③病院で症状を日本

語で説明する (n=553)

52%

②市役所で書類に

日本語で書く
(n=553)

①N1

27%

②N2

26%
③N3

16%

④N4

19%

⑤N5

9%

未記入

3%

日本語検定のレベル（＝①「持っ

ている」の回答者のみ (n=227)

①持って

いる

41%

②持って

いない

59%

問２(１) 日本語検定【日本語能力試

験】 (n=553)
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問３ あなたが住んでいる地域のことについて教えてください。 

問３（１） あなたは町内会や自治会に入っていますか。（１つだけ〇） 

  

 町内会や自治会の加入状況について尋ね

たところ、明確に加入が確認された割合は約

3割であった。  

 また、「④町内会や自治会を知らない」が

18％、「③わからない」が 15％となっており、

全体のおよそ 3 分の 1 の回答者が町内会や

自治会の加入状況、あるいはそれらの存在・

制度自体が認識されていない可能性がある。 

  

 

 

 

問３（２） あなたが参加したことのある、地域の活動はありますか。（いくつでも〇） 

 

 回答として最も多い「①地域の祭り」（31％）は、相対的に言葉や習慣の相違を感じにくく、地域

行事の中でも参加しやすい形態の一つと思われる。次に多いのは「⑦興味はあるが参加したことは

ない」（28％）であり、さらに「③地域の清掃活動」（26％）、「④日本語や日本文化を学ぶ教室」（21％）

と続く。その他の回答の割合は、概ね 10％前後となっている。 

 2 番目に回答が多かった「⑦興味はあるが参加したことはない」という層に関しては、実際の参

加に至りにくい要因について、さらに分析が必要となろう。 

①はい

30%

②いいえ

37%

③わからな

い

15%

④町内会や自治

会を知らない

18%

問３(１)「あなたは町内会や自治会に

入っていますか」 (n=553)

31 

11 

26 

21 

11 

13 

28 

10 

13 

0 5 10 15 20 25 30 35

①地域の祭り

②地域のスポーツ大会

③地域の清掃活動

④日本語や日本文化を学ぶ教室

⑤趣味などの サークル活動

⑥災害が起きた時のための訓練

⑦興味はあるが参加したことはない

⑧参加したいと思わない

⑨その他

％

問３(２) 「あなたが参加したことのある、地域の活動はありますか」

（いくつでも〇） （n=553)
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問３（３） 地域の住民についてどのようなことを感じますか。 （いくつでも〇） 

  

 地域住民に対する感じ方としては、「①地域住民と付き合うことで 日本の言葉や習慣を知ること

ができる」（36％）、「②もっと地域住民と交流したい」（30％）、「⑥特に何も感じない」（24％）の順

で多く、「③共に生きるパートナーだと感じる」（19％）と「⑤どのように付き合えばよいかわから

ない」（19％）がほぼ同数であった。 

 これらの回答のうち、「②もっと地域住民と交流したい」という回答が一定数（30％）見られるこ

とから、在住外国人と地域住民双方の希望が近づく可能性を見出すことができる。 

 他方、「⑤どのように付き合えばよいかわからない」（19％）や「④習慣や文化の違いもあり、不

安を感じる」（10％）という結果をふまえると、地域における住民間の関わり方は、時間をかけて醸

成していくことも必要となろう。 

  

36 

30 

19 

10 

19 

24 

9 

0 10 20 30 40

①地域住民と付き合うことで日本の言葉や習慣を知る

ことができる

②もっと地域住民と交流したい

③共に生きるパートナーだと感じる

④習慣や文化の違いもあり、不安を感じる

⑤どのように 付き合えば よいかわからない

⑥特に何も感じない

⑦その他

％

問３(３) 「地域の住民についてどのようなことを感じますか」

（いくつでも〇） (n=553)
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問４ あなたの今の生活について教えてください。 

問４（１）盛岡市役所や盛岡国際交流協会が出している情報で、あなたがよく見ているものを教えてく

ださい。（いくつでも〇） 

  

 問４では、在住外国人が生活情報や行政情報を得る際にどのようなメディアを用いることが多い

か把握するため、情報の媒体に関する質問を設定した。 

  

 まず問４(１)では、盛

岡市役所や盛岡国際交

流協会が出している情

報について尋ねた。 

 結果としては、「⑤ど

れも見ていない」（48％）、

「①広報誌『広報もりお

か』」（33％）、「②盛岡市

公式ホームページ」

（16％）の順に割合が高

い。 

 このように、半数以上

の回答者が盛岡市あるいは盛岡国際交流協会の情報を見ていないことから、これらの情報に、より

アクセスしやすい方法を検討することが必要といえる。 

 

 

問４（２）盛岡市広報誌「広報もりおか」は、どのような方法で見ていますか。（いくつでも〇）  

 

 「広報もりおか」については

「①自分の家に紙で配られるも

の」（45％）を見ている人が最

も多かったものの、「③見てい

ない」（41％）と回答した割合

と大きな差は見られない。ま

た、盛岡市公式ホームページの

「リビングもりおか」を見てい

る人は 9％と 1割に満たないこ

とから、上記(１)と同様、行政

情報の発信の仕方については工

夫が必要となろう。 

 

33 

16 

8 

13 

48 

0 20 40 60

①広報誌「広報もりおか」

②盛岡市公式 ホームページ

③盛岡国際交流協会 ホームペー

ジ

④盛岡国際交流協会 Facebook

⑤どれも見ていない

％

問４(１)「盛岡市役所や 盛岡国際交流協会が出している

情報で、あなたがよく見ているものを教えてください。」

（いくつでも〇） (n=552)

45 

9 

41 

10 

0 10 20 30 40 50

①自分の家に紙で配られるもの

②盛岡市公式ホームページの

「リビングガイドもりおか」

③見ていない

④その他

％

問４(２)「盛岡市広報誌『広報もりおか』は、どの

ような方法で見ていますか。」（いくつでも〇）
（n=548）
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問４（３） 災害に備えて あなたがしていることはありますか。（いくつでも〇） 

 

 最も多い回答は「①災害が起きた時に逃げる場所の確認」（46％）であるが、「④食料や水の用

意」（44％）とほぼ同数といってよい。次に多い回答は「②災害情報を手に入れる方法を知る」

（31％）であり、「⑤住んでいる場所の過去の災害について知る」（22％）と「⑦何をしたらよい

かわからない」（21％）も、ほぼ同数の回答である。 

 また、「⑥地域の防災訓練に参加する」（12％）の回答者は 1割強であることから、災害に備え

た体制づくりもまた課題の一つといえよう。 
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①災害が 起きた時に 逃げる場所の確認

②災害情報を手に入れる方法を知る

③災害について質問できる場所の確認

④食料や水の用意

⑤住んでいる場所の過去の災害について知る

⑥地域の 防災訓練に参加する

⑦何をしたらよいかわからない

⑧その他

％

問４(３)「災害に備えて あなたがしていることはありますか。」

（いくつでも〇） (n=547)
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問４（４） 「盛岡市役所は外国人が暮らしやすいように、困っていることを手伝いたいと思ってい

ます。あなたが 困っていることや手伝ってほしいことがあったら教えてください。」（５つまで〇） 

 

 この質問で最も多かった回答は「①日本語の勉強」（39％）である。続いて、「⑬戸籍・福祉・

税金など、市や国の制度」（26％）、「④仕事や雇用」（25％）、「⑮特にない」（25％）の 3項目は、

ほぼ同数の回答が得られた。次に、「⑤病気やけがなどの医療」（19％）、「⑪お金のこと」

（19％）、「⑫日本の文化・風習」（19％）も、割合として大きな差はない。 

 このように、困ったことや手伝ってほしいことは「⑮特にない」とする回答者も一定数見られ

るが、「①日本語の勉強」や公的制度、仕事、医療に関することなど、住民が安定的な生活を営む

うえで必須となる項目が上位にのぼっていることが分かる。 

 他方で、「⑥地域や近所との付き合い」（11％）や「⑭生活に関する情報が得られないこと」

（9％）についても、1割前後の回答が得られている。解決に向けた方法はそれぞれ異なることが

予想されるが、いずれも問３や問４(１)の内容と併せて検討を進めることが肝要であろう。 
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⑨警察や救急

⑩災害のこと

⑪お金のこと

⑫日本の 文化・風習

⑬戸籍・福祉・税金など、市や 国の 制度

⑭生活に関する 情報が 得られないこと

⑮特にない

⑯その他

％

問４(４)「盛岡市役所は外国人が暮らしやすいように、困っていることを手伝

いたいと思っています。あなたが 困っていることや手伝ってほしいことが

あったら教えてください。」（５つまで〇） (n=558)
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問４（５） 上の 問４（４）のように 困っていることが あるとき、あなたは どこから 情報を

得ていますか。（３つまで〇） 

 

 本設問も「情報」と関わる内容である。 

 最も多い回答は「⑪日本人の知り合いや友達」（34％）であり、次いで「⑫自分と同じ国から来た

知り合いや友達」（29％）、「⑦学校・働いているところ」（28％）、「⑩いっしょに住んでいる家族・

親族」（23％）の順となっている。いずれも、人的つながりによる情報入手といってよい。 

 その後に「⑥日本のメディア（テレビ・雑誌・新聞）」（18％）、①「盛岡市の広報誌『広報もり

おか』」（14％）、「②盛岡市公式ホームページ」（13％）、「⑬情報が得られない」（11％）、「④盛岡

市役所の窓口」（10％）が続く。 

 必要とする情報の内容は状況によって異なるであろうが、こうした結果を通して、必要な時に

必要な情報をどこから得られるのか、そのルートをより分かりやすい形で発信していく重要性を

あらためて確認できよう。 
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⑪日本人の 知り合いや 友達

⑫自分と 同じ国から 来た 知り合いや 友達

⑬情報が 得られない

⑭その他

％

問４(５)「上の 問４(４)のように 困っていることが あるとき、あなたは ど

こから 情報を得ていますか。」（３つまで〇） (n=523)
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問４（６） 盛岡市の情報発信はどうなればもっとよいと思いますか。（いくつでも〇） 

 

 本設問は、盛岡市の今後の情報発信に関する希望・期待を尋ねたものである。 

 回答数としては「②言語の数が増える」（35％）が最も多いが、「①やさしい日本語の発信が増

える」（34％）がほぼ同数であった。続いて、「⑤今のままでよい」（30％）、「④情報発信のツール

が増える」（27％）、「③発信の頻度が増える」（18％）の順となっている。 
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%

問４(６) 盛岡市の情報発信は どうなればもっとよいと思いますか。

（いくつでも〇） (n=550)
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3. 考察と今後の施策提案     

 本節では、前節で示した単純集計結果と属性等の回答をクロス集計し、その分析に基づき考察を

行う。また、それらの結果をふまえ、今後、盛岡市（以下「市」という）あるいは（公財）盛岡国

際交流協会（以下「協会」という）が進めうると思われる具体的な施策を提案する。 

 なお、以下で示すクロス集計表では、回答者の特定を避けるため、該当者数が少ない属性につい

て合算して示している箇所がある。 

         

問２ あなたの日本語について教えてください。     

 

＜問２：分析＞ 

 問２（１）の日本語能力検定の有無と本項目の回答者の在留資格をクロス集計したところ、留学

者の有資格割合が高いことが分かる【表１】。  

 

 

 

 問２（２）の「あなたが日本語でできること」を見ると、回答総計としては「2 市役所で書類に

日本語で書く」が最も低い値である【表２】。 

 他方、この 2の項目と、問１で把握した在留資格・在留年数それぞれの総数をクロス集計すると、

「⑨技術・人文知識・国際業務」・「②留学」・「①永住者・特別永住者」の選択割合は 6～7割の値を

示しているが、「④特定技能」および「③技能実習」ではいずれも 2割台である。 

 また、在留年数が 5年未満の層では、4項目のうち「3 病院で症状を日本語で説明する」の選択

割合が最も低かった。 
  

 

  

表１　「日本語能力資格」×「在留資格」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定技
能

⑤日本人
の
配偶者等

⑥家族滞
在・⑦特
定活動・
⑧技能

⑨技術・
人文知
識・国際
業務

⑩その他 総計

1 持っている 42 72 47 12 14 10 22 7 227

2 持っていない 126 25 87 19 33 10 15 9 326

168 97 134 31 47 20 37 16 553

日本語能力資格
×

在留資格

日本語
能力資
格

総計

在留資格

表２　「日本語でできること」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1
レストランで日本語のメ
ニューから 注文する

135 67 77 24 33 14 30 13 395 23 95 59 65 153 395

2
市役所で書類に日本語で書
く

116 68 35 7 17 8 26 8 287 19 58 44 40 126 287

3
病院で症状を日本語で説明
する

144 44 31 9 31 10 24 10 305 12 53 30 51 159 305

4
日本のテレビのニュースが
だいたいわかる

138 58 53 11 29 11 25 8 339 19 69 40 51 157 339

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

在留年数

日本語
ででき
ること

日本語でできること
×

在留資格

在留資格
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 また、「あなたが日本語でできること」と問２（１）日本語能力検定の資格有無の関係を見ると、

検定を「①持っている」人の中では「3 病院で症状を日本語で説明する」を選んだ人が最も少なく

（約 6割）、「②持っていない」人の中では「2 市役所で書類に日本語で書く」を選んだ人が最も少

ない（約 4割）ことが分かる【表３】。 

 

       

 

＜問２：考察と施策提案＞ 

 以上のように、「あなたが日本語でできること」の 4項目では「市役所で書類に日本語で書く」の

値が最も低かったことから【表２・３】、在住外国人にとって「書く」という行為には難しさが感じ

られていると思われる。確かに、市役所の書類は日常生活で使用する日本語より難解なものも多く、

在住外国人にとって負担となるものと推察される。 

そこで、まずは、市役所内の手続き書類の多言語化やサポート強化、また書類の内容を「書く」

のではなく「選択式」にするなどの工夫を含めた、「在住外国人に対するサポートの強化」に取り組

むことを提案する。市役所内から始めるが、この動きが市民や在住外国人を巻き込みながら徐々に

広がっていくことが望ましい。 

具体的な取り組み例としては、「多文化共生ワークショップの開催」として、在住外国人や協会

のボランティア、市役所関係課を対象に、「多文化共生」「在住外国人に対する支援」「やさしい日本

語」を共通テーマとしたワークショップを開催することが考えられる。特に、在住外国人が関わる

ことが多い「防災」「健康保険」「交通」などの具体的テーマや具体の場面を想定し、市の文書や発

信方法、支援などについて検討する内容とする。 

このワークショップにより、市役所関係課には在住外国人の現状や支援・情報伝達の過不足につ

いて把握し、今後の施策に生かす機会となり、またボランティアには、在住外国人支援および多文

化共生に対する意識の醸成やボランティア育成の機会となることで、在住外国人に対する市の内

部・外部両面からのサポート強化につながるものと考える。同時に、こうした取り組みが在住外国

人には市の支援体制の周知や地域づくりへの参加の機会となり、かつ、不安の解消につながること

を期待したい。 

 加えて、病気になった時に日本語で症状を説明する際の困難さもうかがえた。特に在留年数の短

い層にこの傾向が見られたが、日本語能力検定の有資格者の回答割合も低かったことから、病院や

関係機関との連携がどのように図れるか、さらに検討が必要であろう。   

表３　「日本語でできること」×「日本語能力資格」のクロス表

①持っ
ている

②持っ
ていな

い
総計

1
レストランで日本語のメ
ニューから注文する

183 208 391

2 市役所で書類に日本語で書く 154 130 284

3
病院で症状を日本語で説明す
る

136 166 302

4
日本のテレビのニュースがだ
いたいわかる

155 178 333

総数 227 326 553

日本語でできること×日本語能力資格

日本語能力資格

日本語
ででき
ること
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問３ あなたが住んでいる地域のことについて教えてください。    

 

＜問３：分析＞   

 問３（１）町内会あるいは自治会への加入状況と在留資格・在留年数の関係を見たところ、最も

加入割合が高いのは「①永住者・特別永住者」であり、7割近い【表４】。他方、「4 町内会や自治

会を知らない」という回答については、相対的には「②留学」や「③技能実習」資格者にその割合

が高いといえる。 

 また、「3 わからない」と「4 町内会や自治会を知らない」を合わせた数値を在留年数との関係で

見ると、5 年未満の場合はおよそ 4～5 割と、在留 5 年以上の回答割合と異なる傾向が見て取れる

（5 年～10年未満は 26.4％、10年以上は 14.9％）。 

 

 

 
 

 問３（２）「参加したことのある地域の活動」については、2番目に回答数の多い「7 興味はある

が参加したことがない」の回答者のうち、在留資格別でみると、「④特定技能」（67.7％）、「⑨技術・

人文知識・国際業務」（43.2％）、「③技能実習」（31.6％）、「②留学」（27.6％）の順に多い【表５】。 

 また、在留年数別でこの項目を見ると、在留 1 年未満（①+②）の場合は 44.7％と最も割合が高

く、その次に「⑤5年以上～10年未満」（35.6％）と「③1年以上～3年未満」（34.4％）がほぼ同率

となっている。 

 

 

表４　「町内会・自治会加入」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・

特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 はい 115 8 6 1 20 6 4 5 165 4 11 9 17 124 165

2 いいえ 33 50 59 18 16 6 19 1 202 19 72 36 36 41 204

3 わからない 13 11 33 5 8 6 4 2 82 7 21 23 12 19 82

4 町内会や自治会を知らない 8 27 36 7 3 2 10 8 101 15 45 24 7 10 101

169 96 134 31 47 20 37 16 550 45 149 92 72 194 552

在留年数

町内会・自治会加入
×

在留資格・在留年数

町内会・
自治会加

入

総計

在留資格

表５　「参加した地域活動」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 地域の祭り 79 27 19 5 19 5 11 4 169 2 28 27 22 90 170

2 地域のスポーツ大会 34 11 5 1 5 1 1 1 59 1 10 8 7 33 59

3 地域の清掃活動 91 5 25 0 12 5 2 3 143 2 23 9 13 97 144

4 日本語や日本文化を学ぶ教室 21 46 2 4 12 6 14 9 114 12 26 27 22 28 115

5 趣味などのサークル活動 25 16 0 0 8 3 6 3 61 2 8 11 8 32 61

6 災害が起きた時のための訓練 27 11 22 0 2 2 3 2 69 1 25 8 9 27 70

7
興味はあるが参加したことは
ない

28 27 43 21 11 5 16 3 154 21 52 27 26 28 154

8 参加したいと思わない 13 8 23 1 4 2 3 1 55 7 14 13 4 18 57

9 その他 23 8 26 1 4 4 1 4 71 8 18 13 6 26 71

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

参加した地域活動
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数

参加した
地域活動
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 問３（３）「地域の住民」に対する意識については、「2 もっと地域住民と交流したい」と感じて

いる回答割合として、在留資格別では「②留学」（49％）、「⑨技術・人文知識・国際業務」（45.9％）、

「④特定技能」（35.5％）、「③技能実習」（35.3％）の順で多く、また、在留年数別でみると 5年未

満の回答者の割合が高い【表６】。 

 同時に、在留年数が短い層では、「5 どのように付き合えばよいかわからない」とする回答割合も

相対的に高い傾向にある。 

 

 

        

 

＜問３：考察と施策提案＞ 

 以上のように、今回の回答の中では「もっと地域住民と交流をしたい」を選択している人が 7項

目中 2番目に多かった【表６】。他方、令和元年度に市が実施した町内会・自治会を対象とした調査

でも「地域住民との交流や地域の活動に参加してほしい」という意見が多数あったことから、在住

外国人・日本人双方にとって「関わりたい」という希望があることがわかる。   

 そこで、在住外国人と日本人（特に「地域」の外国人と日本人）の交流機会の創出を一層促進す

ることを提案する。 

  具体取な取り組み例としては、協会が主催する国際理解講座の拡充として、在住外国人が多い地

域の町内会・自治会や雇用企業に対し積極的に働きかけをし、在住外国人と地域住民との交流機

会を創出することが考えられる。 

国際理解講座は、国際交流に関心のある団体等に対して外国の現状について学び国際理解を深め

る講座であるが、今までは市内で広く参加団体を募っていたため、講座終了と同時に交流機会も終

了していた。しかし、現行の取り組みに加え、地域コミュニティにおける講座の開催を積極的に働

きかけ、在住外国人と地域住民の交流のきっかけの豊富化を促すこともまた、「多文化共生社会」に

向けた一歩となろう。 

また、このような機会の創出の積み重ねを通して、日常的に円滑なコミュニケーションを築くこ

とが、災害などの非常時における在住外国人支援にもつながることを期待する。 

表６　「地域住民に対する意識」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1
地域住民と付き合うこと
で日本の言葉や習慣を知
ることができる

62 46 43 14 14 4 11 5 200 11 58 31 33 67 200

2
もっと地域住民と交流し
たい

22 48 48 11 8 6 17 6 166 18 58 44 17 29 166

3
共に生きるパートナーだ
と感じる

53 17 10 6 6 4 4 2 103 4 15 16 16 51 103

4
習慣や文化の違いもあ
り、不安を感じる

8 13 18 1 7 4 5 2 58 5 23 11 6 13 58

5
どのように 付き合えば
よいかわからない

16 22 32 5 6 5 13 4 104 14 40 18 13 19 104

6 特に何も感じない 45 27 18 7 16 6 7 7 134 12 27 13 25 56 134

7 その他 20 4 19 2 3 0 2 1 51 6 13 10 2 20 51

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

地域住民に対する意識
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数

地域住民
に対する
意識
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問４ あなたの今の生活について教えてください。 

     

＜問４：分析＞   

 前節で見たように、今回のアンケート結果（問４(１)）からは、市や協会が発信した情報を外国

籍住民が見ている割合は低いことが予想される。 

 こうした情報について、「5 どれも見ていない」の回答は多くの在留資格において高い割合を示

しているが、特に技能実習資格者の割合が高いことが分かる【表７】。また、情報を見ている人々

の回答においては、特に「①永住者・特別永住者」は広報誌「広報もりおか」から情報を得てい

る割合が高い（50.3％）といえるが、他の資格者の場合は Web上（市 HPや協会 Facebook）から情

報を入手する機会がより多いことがうかがえる。 

 在留年数別では、「⑥10 年以上」の回答者の約半数が 1 の「広報もりおか」を選択しているが、

その他の在留年数の層ではこの項目は全て 2 割台であり、Web 上からの情報入手割合が相対的に高

いことが確認できる。 

 

  

 
 

 また、「広報もりおか」を見る手段については、紙で配られる広報を見ている人の割合は在留年数

別では「⑥10年以上」において最も高く、6割を超えている【表８】。 

 

  

表７　「盛岡市情報」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 広報誌「広報もりおか」 89 35 20 7 14 6 4 4 181 10 32 22 16 99 181

2 盛岡市公式 ホームページ 26 23 7 4 5 9 7 5 86 9 19 15 15 28 86

3 盛岡国際交流協会 ホームページ 9 20 4 0 3 1 6 1 44 5 14 9 6 10 44

4 盛岡国際交流協会 Facebook 12 17 20 3 7 4 9 2 74 9 24 17 11 13 74

5 どれも見ていない 66 35 93 17 24 5 18 6 266 23 82 47 34 80 266

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

盛岡市情報の収集
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数

 盛岡市
情報の収

集

表８　「広報もりおかを見る手段」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 自分の家に紙で配られるもの 110 40 35 12 19 8 11 7 245 14 47 30 28 124 245

2
盛岡市公式ホームページの「リビング
ガイドもりおか」

10 18 3 1 3 5 6 1 47 6 12 13 5 11 47

3 見ていない 50 37 67 13 23 7 19 8 225 21 69 41 33 61 225

4 その他 3 10 31 5 3 3 2 0 57 7 25 14 8 3 57

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

広報もり
おかを見
る手段

広報もりおかを見る手段
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数
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 次の問４(３)「災害に備えてあなたがしていること」を見ると、何らかの災害の備えをしている

住民が多いことがうかがえる【表９】。 

 その一方、全体の約 2割の人が「7 何をしたらよいかわからない」を選択しており、在留資格別

では「②留学」資格者（34.7％）が最も多く、その次に「④特定技能」（29％）が続く。 

 この項目について在留年数別で見ると 1年未満（①+②）の住民に特に多く（44.7％）、年数を経

るにしたがって徐々に割合は減るものの、5年以上の層にも一定数の回答が見られる。 

 また、具体的な災害の備えの中で最も回答が少なかった項目は「6 地域の防災訓練に参加する」

であった。いずれの在留資格においても回答は 2割を切っているが、その中で最も割合が高い層は

「③技能実習」資格者であった（19.1％）。 

 これらの結果は、先に述べた「町内会・自治会向けアンケート」（令和元年度）内容とあわせて、

地域防災体制の一層の整備に向けた基本データとなろう。 

 

 

 

  

表９　「災害の備え」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 災害が起きた時に逃げる場所の確認 97 37 58 9 22 9 10 6 249 10 65 34 29 111 249

2 災害情報を手に入れる方法を知る 53 31 40 11 14 9 8 1 168 15 39 30 26 58 168

3 災害について質問できる場所の確認 32 14 30 2 7 4 5 6 102 6 25 22 13 36 102

4 食料や水の用意 86 32 60 6 26 8 17 6 243 15 61 34 33 100 243

5
住んでいる場所の過去の災害につい
て知る

33 17 36 8 12 8 4 2 122 12 33 24 14 38 122

6 地域の防災訓練に参加する 12 12 26 2 7 2 2 3 67 3 21 16 9 18 67

7 何をしたらよいかわからない 26 34 23 9 7 5 10 2 117 21 31 20 13 32 117

8 その他 16 4 16 0 5 2 0 1 44 2 16 4 4 18 44

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

災害の備え
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数

 災害の
備え
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 問４(４)「困っていることや手伝ってほしいこと」については、「1 日本語の勉強」の回答数が最

も多く、全回答者の約 4 割が選択している【表 10】。この項目は、ほぼ全ての在留資格・在留年数

で選択されており、特に在留年数が 5年未満の層では、およそ半数が選択している。しかし、永住

者・特別永住者や在留期間が 10 年以上の回答者も一定数（約 2 割）見られることから、在留年数

の長短に関わらず、日本語習得の機会が必要とされていることがうかがえる。 

 続いて、「13 戸籍・福祉・税金など、市や国の制度」および「4 仕事や雇用」の順に回答数が多

く、これらもほぼ全ての在留資格・在留年数において選択されている。次に回答数の多いのは「15 

特にない」であり、さらに「5 病気やけがなどの医療」や「11 お金のこと」、「12 日本の文化・風

習」が続く。 

 特に 5の医療については、在留資格別で見ると「⑩その他」（31％）・「②留学」（26.5％）・「③技

能実習」（23.5％）の順で割合が高く、在留年数別では「③1年以上～3年未満」（25.8％）、「④3年

以上～5年未満」（23.9％）の層で相対的に割合が高いことが分かる。 

 

 

 

  

表10　「生活の困りごと」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 日本語の勉強 36 37 65 22 16 13 17 6 215 22 75 46 31 40 215

2 子供の教育 21 4 1 3 10 2 3 4 50 0 7 5 10 27 50

3 住居 6 16 9 6 3 1 2 2 46 6 16 8 10 6 46

4 仕事や雇用 27 37 27 14 18 8 7 1 141 6 42 32 27 33 141

5 病気やけがなどの医療 23 26 32 5 5 4 5 5 107 7 39 22 14 24 107

6 地域や近所との付き合い 8 19 11 3 7 1 10 5 64 8 22 12 10 12 64

7 ゴミの出し方 6 6 9 5 2 3 6 0 37 0 10 11 11 5 37

8 交通ルール 6 9 8 3 1 2 3 0 32 3 10 5 7 7 32

9 警察や救急 3 7 14 3 0 1 2 3 34 3 16 6 6 3 34

10 災害のこと 17 20 18 16 3 6 4 5 89 2 27 27 16 17 89

11 お金のこと 21 31 25 3 8 5 6 5 106 6 37 24 11 27 106

12 日本の文化・風習 18 26 26 11 7 4 11 1 104 19 31 18 16 20 104

13
戸籍・福祉・税金など、市や国の
制度

45 28 26 9 12 4 12 7 144 7 34 29 18 56 144

14 生活に関する情報が得られないこと 11 11 6 1 6 2 5 7 49 3 6 12 11 17 49

15 特にない 69 15 27 3 12 2 8 3 140 11 27 10 14 78 140

16 その他 19 3 9 0 4 0 3 1 39 2 5 4 6 22 39

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

生活の困
りごと

生活の困りごと
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数
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 問４(５)困ったことがあるときの情報の入手先については、前節で見たように、日本人の知り合

いや自分と同じ国から来た知り合い、学校や勤め先といった人的つながりが上位を占めているが、

在留資格別で見ると、永住者・特別永住者や日本人の配偶者等の場合は同居家族・親族の割合が最

も高い【表 11】。また、技能実習資格者については、上記の人的ネットワークの回答が多いものの、

「13 情報が得られない」の回答割合（19.1％）が全ての在留資格の中で最も高い。 

 

 
 
 

 問４(６)「盛岡市の情報発信」に対する希望・要望については、「2 言語の数が増える」と「1 や

さしい日本語の発信が増える」がほぼ同数で最も多い【表 12】。 

 前者の「2 言語の数が増える」ことへの希望は、留学・特定技能資格者において、また、在留年

数が 3年未満の回答者において 4割を超えている。 

 他方、技能実習と特定技能、永住者・特別永住者については、割合の差はあるものの、「1 やさし

い日本語の発信が増える」の回答割合が「2 言語の数が増える」のそれを上回っている。 

 また、在留年数が 10年以上の層においては「5 今のままでよい」あるいは「4 情報発信のツー

ルが増える」ことを希望する割合が高く、10年未満の層では「1 やさしい日本語の発信が増える」

あるいは「2 言語の数が増える」の希望が相対的に高いといえる。 

 

 

  

表11　「困ったときの情報入手先」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 盛岡市の広報誌「広報もりおか」 34 8 13 7 3 3 2 1 71 4 14 10 6 37 71

2 盛岡市公式ホームページ 20 18 7 7 4 7 5 1 69 6 14 17 14 18 69

3 盛岡国際交流協会ホームページ・SNS 3 6 2 0 1 0 3 1 16 2 2 5 2 5 16

4 盛岡市役所の窓口 23 9 3 2 5 1 3 4 52 1 6 5 13 26 52

5 岩手県国際交流協会 8 14 6 0 5 2 3 2 40 1 12 11 4 12 40

6 日本のメディア（テレビ・雑誌・新聞） 36 8 22 4 10 6 6 1 94 2 25 13 13 41 94

7 学校・働いているところ 10 52 46 11 4 3 13 8 148 18 67 24 23 15 148

8 日本人のSNS 3 7 5 5 2 1 1 0 24 0 5 7 8 4 24

9 外国人のSNS 8 8 7 2 7 1 8 3 44 1 10 12 10 11 44

10 いっしょに住んでいる家族・親族 72 2 7 5 25 5 2 3 121 3 11 6 17 84 121

11 日本人の知り合いや友達 43 26 41 15 16 10 14 12 180 11 40 35 42 51 180

12 自分と同じ国から来た知り合いや友達 37 33 49 4 9 4 9 6 154 13 51 28 22 40 154

13 情報が得られない 6 11 26 0 2 4 5 0 55 12 20 10 4 9 55

14 その他 16 7 13 2 2 0 1 0 41 6 12 6 1 16 41

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

困ったときの情報入手先
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数

困ったと
きの情報
入手先

表12　「盛岡市の情報発信に望むこと」×「在留資格・在留年数」のクロス表

①永住
者・
特別永
住者

②留学
③技能
実習

④特定
技能

⑤日本
人の
配偶者
等

⑥家族
滞在・
⑦特定
活動・
⑧技能

⑨技
術・人
文知
識・国
際業務

⑩その
他

総計

①６か
月未
満・②
６か月
～１年
未満

③１年
以上～
３年未
満

④３年
以上～
５年未
満

⑤５年
以上～
10年未
満

⑥10年
以上

総計

1 やさしい日本語の発信が増える 41 38 59 14 15 6 11 3 189 12 65 35 29 47 189

2 言語の数が増える 39 46 48 13 15 6 14 10 192 20 70 31 27 43 192

3 発信の頻度が増える 31 21 10 7 12 6 10 4 101 8 22 13 18 40 101

4 情報発信のツールが増える 48 25 28 5 17 5 13 6 147 9 37 20 20 61 147

5 今のままでよい 64 31 31 8 9 10 7 3 165 16 29 29 23 68 165

6 その他 18 6 22 2 4 0 3 0 55 6 19 9 2 19 55

総数 177 98 136 31 47 20 37 16 562 47 151 92 73 202 565

盛岡市の
情報発信
に望むこ

と

盛岡市の情報発信に望むこと
×

在留資格・在留年数

在留資格 在留年数



22 

 

 ここで、クロス表は示さないが、「1 やさしい日本語の発信が増える」を選んだ 189 人と、問４

(１)で市の発信した情報について「5 どれも見ていない」の回答者（266名）のクロス集計を行っ

たところ、「やさしい日本語」の発信増を希望する人の約半数（92人）が「5 どれも見ていない」

ことが分かった。 

         

＜問４：考察と施策提案＞ 

 表７で見たように、「市の広報や HPなどのいずれも見ていない」という回答が多くの在留資格に

おいて最多であった。また、困ったことがあったときの情報入手先としても【表 11】、市や協会の

情報発信があまり選択されていない。市からの情報を得られないことにより、給付金の受給やワク

チン接種などの国や自治体等からの支援が届かないという事態が起こることが懸念される。 

 また、盛岡市の情報発信【問４(６)】については、上述の通り、「やさしい日本語の発信が増える」

を選んだ 189人のうち、約半数（92人）は問４(１)で「盛岡市の発信した情報を見ていない」を選

択している。このことから、やさしい日本語による発信を強化することにより、今まで市が発信す

る情報を見ていなかった、あるいは見られなかった人々にとって、情報にアクセスしやすい環境に

近づけることができると考えられる。 

そこで、やさしい日本語での情報発信とその周知の強化に取り組むことを提案する。在住外国人

との共生社会のための施策は、国において「外国人材の受入れ・共生のための総合的対策（令和 3

年度改訂）」(令和 3年 6月)として、197施策が策定されるなど多数あるが、その地域の在住外国人

数や地域の特性等を把握し、施策の選択と集中を図る必要があろう。在住外国人への情報提供体制

の整備は、在住外国人の日常生活において必須のものであり、かつ、非常時においても重要なもの

であることから、早急に取り組むものとして提案する。 

具体的な取り組み例としては、令和 4 年度に市が導入する市公式 LINE サービスによる市政情報

発信に参加することである。同サービスにおいては、日本人を含んだ利用者に向けた一斉配信のほ

か、利用者の属性に応じて、対象を絞り込んだ情報発信（セグメント配信）が可能となる予定であ

る。そこで、在住外国人を対象に、やさしい日本語や多言語による生活情報発信を実施することと

し、時宜を逃さない情報発信とダイレクトな情報提供を定期的に行うとともに、在住外国人への市

の支援体制を随時周知したい。  

このような取り組みにより、市や協会が外国人の支援を実施していることが広まり、困ったとき

の相談先として市や協会が候補となる可能性が高まることが期待される。相談が寄せられることで

在住外国人のニーズが把握でき、問題の早急な解消へつながるという循環の構築を図りたい。 

さらに、本調査の対象者に対し、令和 4年 3月中を目途に「調査結果周知ハガキ」を送付する予

定である。そのねらいは、回答の協力に対する謝意を伝えるとともに、調査をして「終了」ではな

く、市が在住外国人の支援をしていることを伝える点にある。今後、生活で困ったことが生じた際

に支援を求める一選択肢として、市や協会が候補にあがる存在になりたいと考えている。 

加えて、今後においても、定期的かつ継続的に在住外国人への実態調査を実施することは必要だ

と考える。実態の把握無しに、有効性のある支援や多文化共生施策を実施することは難しい。ただ

し、実態調査にはその手法によって行政において金銭的・業務的負担も生じるため、今回のように

18歳以上の全外国人を対象とすべきか、あるいは抽出とするか等、方法や調査間隔については今後
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検討の余地があろう。 

また、【表 10】では、在留資格や在留年数の長短に関わらず、日本語習得の機会が必要とされて

いることが読み取れる。国においても「日本語教育の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進

するための基本的な方針」（令和 2年 6月）が示されていることから、今後、在住外国人に対し、ど

のような施策が可能かつ有効であるのか、市内の民間日本語教室や就学先、就労先、岩手県、岩手

県国際交流協会等関係機関とも連携しながら、検討していく必要があると考える。 

あわせて、在住外国人の防災対策や災害時の支援体制についても、問４(３)の分析で言及した「町

内会・自治会向けアンケート」、および問２・問３で述べた施策を踏まえながら検討・展開していく

必要がある。 

 

 

＜結びにかえて＞ 

 最後に、今回実施した調査の設計・方法について付記する。 

 盛岡市として行なう在住外国人（18歳以上）対象の単独調査は今回が初めてであったが、こうし

た郵送アンケートとしては高回収率（約 4割）といって差し支えないだろう。 

 この結果は、言うまでもなく回答者の協力あってのことであり、調査実施者として感謝の念に堪

えない。 

 同時に、本調査後、回答した外国人に市の担当職員が回答した理由の聞き取りを行ったところ、

封筒・質問の言い回しがわかりやすい内容だったこと（事前のプレ調査により内容精査を実施）や

多言語に対応させたこと、Web 回答を用いたこと、周知の徹底、が挙げられた。最後の「周知の徹

底」については、技能実習資格者が勤務している事業所や、留学生が在籍している盛岡市内および

近隣市の専門学校や大学にポスター掲示等の周知を依頼したことなど、各関係機関の賛同や協力が

得られたこともその背景にあると捉えている。 

 また、Web（Google フォーム）による回答も全体の約半数を占めていることから、今後、在住外

国人に向けて市の情報提供を行う際にも参考になると考えられる。  

 特に令和 2（2020）年以降、新型コロナウイルス感染拡大は、人々のコミュニケーションの取り

方に大きな変化をもたらした。その影響は、生活に必要な情報へのアクセスにも及んできたといっ

てよい。デジタル情報環境の活用は、こうした「非常時」における不安の軽減にも寄与しうる一つ

の方法となろう。 

  

 先に述べたように、こうした調査は今後も継続的に行われることが望まれる。情勢の変化が著し

い現代において、その社会的要請はより高まっているといえよう。そのためにも、対象者が回答し

やすく、個々人の実感・実状が反映されやすく、かつ持続可能な調査の方法をこれからも工夫して

いくことが必要であろう。 

 国籍や言語の違いを越え、地域社会の構成員それぞれの声が相互に届けられるような営みを着実

に重ねていくことで、誰もが住みやすい「多文化共生社会」に向けた歩みとなるのではないだろう

か。 
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【参考資料】 

 

 参考資料として、本調査で用いた下記 4点を添付する。 

 

 （1）調査依頼文書 

   ・対象者への発送時に封入（ルビ付き日本語・英語・中国語・ベトナム語・ミャンマー語の 5言語） 

   ・QRコードには取り消し線を加えた。 

 

 （2）郵送調査票 

   ・内容は本調査票からの転載であるが、実際の郵送調査票にはヘッダーに「盛岡市在住外国人アン

ケート調査」と「2021年 8月 25日まで」の記載がある。  

   ・QRコードには取り消し線を加えた。 

 

 （3）封筒（発送用）  

 （4）封筒（返信用） 

   ・返信用封筒の後納番号およびバーコード等には取り消し線を加えた。  
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（1）調査依頼文書  



0 
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（2）郵送調査票  

答
こた

える方法
ほうほう

 次
つぎ

の ①か②の どちらかの 方
ほう

法
ほう

で 答
こた

えてください。回答
かいとう

は 1回
かい

だけ です。 

 あなたの 答
こた

えは とても 大切
たいせつ

です。 必
かなら

ず、本
ほん

人
にん

（封
ふう

筒
とう

の名
な

前
まえ

の人
ひと

）が 答
こた

えてください。  

［方法
ほうほう

①］・右
みぎ

の QRコードから インターネットで 答
こた

えてください。 

      ・QRコードは、日本語
に ほ ん ご

・英語
えいご

・中国語
ちゅうごくご

・ベトナム語
ご

・ミャンマー語
ご

の ５種類
しゅるい

 

     あります。１つ 選
えら

んでください。       

［方法
ほうほう

②］・下
した

の アンケートに 答
こた

えてください。 

・あてはまる番
ばん

号
ごう

を 〇
まる

で 囲
かこ

んでください。 例
れい

：① 

・返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に いれ、ポストに 入
い

れて ください。切手
きって

は いりません。 

・アンケートや 返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

には、あなたの 名前
なまえ

や 住 所
じゅうしょ

を 書
か

かないで ください。 
 

担当
たんとう

：盛岡市
もりおかし

交 流
こうりゅう

推進部
すいしんぶ

文化
ぶんか

国際課
こくさいか

  山田
やまだ

 ／ 岩手県
いわてけん

立
りつ

大学
だいがく

総合
そうごう

政策
せいさく

学部
がくぶ

  山田
やまだ

・Tee 

〒020-8530  盛岡市内丸 12-２      ：019-626-7524  E-mail：bunkakokusai@city.morioka.iwate.jp 

 

問１ あなたのことを 教え
おし

てください。 

（１）あなたの 国籍
こくせき

（国
くに

・地域
ちいき

）は どこですか。（１つだけ〇） 

①中 国
ちゅうごく

    ②韓国
かんこく

・朝 鮮
ちょうせん

     ③ベトナム      ④フィリピン 

⑤ミャンマー       ⑥ネパール           ⑦モンゴル      ⑧バングラデシュ 

⑨アメリカ     ⑩インドネシア   ⑪その他
た

 

 

（２）あなたの 性別
せいべつ

を 教
おし

えてください。（１つだけ〇）  

①男性
だんせい

            ②女性
じょせい

      ③その他
た

         ④答
こた

えたくない 

 

（３）何歳
なんさい

ですか。（１つだけ〇） 

①19歳
さい

以下
い か

    ②20～29歳
さい

   ③30～39歳
さい

      ④40～49歳
さい

 

⑤50～59歳
さい

    ⑥60～69歳
さい

   ⑦70歳
さい

以 上
いじょう

 

 

（４） 在 留
ざいりゅう

資格
しかく

は どれですか。（１つだけ〇） 

①永 住 者
えいじゅうしゃ

・特 別
とくべつ

永 住 者
えいじゅうしゃ

     ②留 学
りゅうがく

           ③技能
ぎのう

実 習
じっしゅう

       ④特定
とくてい

技能
ぎのう

 

⑤日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

      ⑥家族
かぞく

滞在
たいざい

     ⑦特定
とくてい

活動
かつどう

       ⑧技能
ぎのう

  

⑨技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

     ⑩その他
た

 

 

（５）日本
にほん

には 全部
ぜんぶ

で どのくらい 住
す

んでいますか。(１つだけ〇）  

①６か月
げつ

未満
みまん

            ②６か月
げつ

～１年
ねん

未満
みまん

    ③１年
ねん

以上
いじょう

～３年
ねん

未満
みまん

 

④３年
ねん

以上
いじょう

～５年
ねん

未満
みまん

           ⑤５年
ねん

以上
いじょう

～10年
ねん

未満
みまん

         ⑥10年
ねん

以上
いじょう

  

日
本
語 

 
E

n
g

lis
h
 
 

中
文 

 
 
 

T
iế

n
g
 V

iệ
t  

 
 
မြ
န
ြ်
ာဘ

ာသ
ာ 
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（６）盛岡市
もりおかし

には 全部
ぜんぶ

で どのくらい 住
す

んでいますか。（１つだけ〇） 

①６か月
げつ

未満
みまん

       ②６か月
げつ

～１年
ねん

未満
みまん

  ③１年
ねん

以上
いじょう

～３年
ねん

未満
みまん

 

④３年
ねん

以上
いじょう

～５年
ねん

未満
みまん

      ⑤５年
ねん

以上
いじょう

～10年
ねん

未満
みまん

         ⑥10年
ねん

以上
いじょう

  

 

（７）あなたの 仕事
しごと

・ 職 業
しょくぎょう

を 教
おし

えてください。（１つだけ〇） 

①正社員
せいしゃいん

・正 職 員
せいしょくいん

  ②アルバイト・パート       ③派遣
はけん

社員
しゃいん

          ④学生
がくせい

 

⑤技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

          ⑥特定
とくてい

技能
ぎのう

       ⑦自営業
じえいぎょう

          ⑧主婦
しゅふ

・主夫
しゅふ

 

⑨仕事
しごと

はしていない  ⑩いま仕事
し ご と

を探
さが

している       ⑪その他
た

 

 

 

問２ あなたの 日本語
に ほ ん ご

について 教
おし

えてください。 

（１）あなたは  日本語
に ほ ん ご

検定
けんてい

（日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
しけん

）を 持
も

っていますか。 

①持
も

っている（次
つぎ

の１つに〇 ⇒ N5 ・ N4 ・ N3 ・ N2 ・ N1 ） 

②持
も

っていない 

 

（２）あなたが 日本語
に ほ ん ご

で できることは どれですか。（いくつでも〇） 

①レストランで 日本語
に ほ ん ご

のメニューから 注 文
ちゅうもん

する  

②市
し

役
やく

所
しょ

で 書
しょ

類
るい

に 日
に

本
ほん

語
ご

で 書
か

く 

③ 病
びょう

院
いん

で 症
しょう

状
じょう

を 日
に

本
ほん

語
ご

で 説
せつ

明
めい

する 

④日本
にほん

の テレビのニュースが だいたいわかる  

 

 

問３ あなたが 住
す

んでいる 地
ち

域
いき

のことについて 教
おし

えてください。 

（１）あなたは 町 内 会
ちょうないかい

や 自治会
じ ち か い

に 入
はい

っていますか。（１つだけ〇） 

①はい          ②いいえ    ③わからない       ④町 内 会
ちょうないかい

や 自治会
じ ち か い

を 知
し

らない 

 

（２）あなたが 参加
さんか

した ことのある、地域
ちいき

の 活動
かつどう

は ありますか。（いくつでも〇） 

①地域
ちいき

の 祭り
まつ

                     ②地域
ちいき

の スポーツ大会
たいかい

         

③地域
ちいき

の 清掃
せいそう

活動
かつどう

            ④日本語
に ほ ん ご

や 日本
にほん

文化
ぶんか

を 学ぶ
まな

 教室
きょうしつ

   

⑤趣味
しゅみ

などの サークル活動
かつどう

             ⑥災害
さいがい

が 起
お

きた時
とき

の ための訓練
くんれん

  

⑦興味
きょうみ

は あるが 参加
さんか

したことは ない    ⑧参加
さんか

したいと 思
おも

わない  

  ⑨その他
た
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（３）地域
ちいき

の 住 民
じゅうみん

について どのようなことを 感
かん

じますか。（いくつでも〇） 

①地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と 付
つ

き合
あ

うことで 日本
にほん

の 言葉
ことば

や 習 慣
しゅうかん

を 知
し

ることが できる 

②もっと 地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と 交 流
こうりゅう

したい          

③共
とも

に 生
い

きる パートナーだと 感
かん

じる 

④習 慣
しゅうかん

や 文化
ぶんか

の 違
ちが

いもあり、不安
ふあん

を 感
かん

じる     

⑤どのように 付
つ

き合
あ

えば よいか わからない 

⑥特
とく

に 何
なに

も 感
かん

じない       

⑦その他
た

  

 

 

問４ あなたの 今
いま

の 生活
せいかつ

に ついて 教
おし

えてください。 

（１）盛岡市
もりおかし

役所
やくしょ

や 盛岡
もりおか

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

が 出
だ

している 情 報
じょうほう

で、 あなたが よく 見
み

ている

ものを 教
おし

えてください。（いくつでも〇） 

 ①広報誌
こうほうし

「広報
こうほう

もりおか」      ②盛岡市
もりおかし

公式
こうしき

ホームページ 

 ③盛岡
もりおか

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

ホームページ   ④盛岡
もりおか

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

Facebook   

 ⑤どれも 見
み

ていない 

 

（２）盛岡市
もりおかし

広報誌
こうほうし

「広報
こうほう

もりおか」は、どのような 方法
ほうほう

で 見
み

ていますか。（いくつでも〇） 

 ①自
じ

分
ぶん

の家
いえ

に 紙
かみ

で配
くば

られるもの ②盛岡市
もりおかし

公式
こうしき

ホームページの 「リビングガイドもりおか」 

 ③見
み

ていない    ④その他
た

 

 

（３）災
さい

害
がい

に 備
そな

えて あなたが していることは ありますか。（いくつでも〇） 

①災害
さいがい

が 起
お

きた時
とき

に 逃
に

げる 場所
ばしょ

の 確認
かくにん

        

②災害
さいがい

情 報
じょうほう

を 手
て

に 入
い

れる方法
ほうほう

を 知
し

る 

③災害
さいがい

について 質問
しつもん

できる 場所
ばしょ

の 確認
かくにん

        

④ 食 料
しょくりょう

や 水
みず

の 用意
ようい

 

⑤住
す

んでいる場所
ばしょ

の 過去
か こ

の 災害
さいがい

について 知
し

る      

⑥地域
ちいき

の 防災
ぼうさい

訓練
くんれん

に 参加
さんか

する 

⑦何
なに

を したらよいか わからない                  

⑧その他
た
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（４）盛
もり

岡
おか

市
し

役
やく

所
しょ

は 外
がい

国
こく

人
じん

が 暮
く

らしやすい ように、 困
こま

っていることを 手
て

伝
つだ

いたいと 思
おも

っています。  

  あなたが 困
こま

っていることや 手
て

伝
つだ

って ほしいことが あったら 教
おし

えて ください。（５つまで〇） 

①日本語
に ほ ん ご

の 勉 強
べんきょう

                  ②子供
こども

の 教 育
きょういく

 

③住 居
じゅうきょ

                     ④仕事
しごと

や 雇用
こよう

 

⑤病気
びょうき

や けがなどの 医療
いりょう

                ⑥地域
ちいき

や 近所
きんじょ

との 付
つ

き合
あ

い 

⑦ゴミの 出
だ

し方
かた

            ⑧交通
こうつう

ルール  

⑨警
けい

察
さつ

や 救
きゅう

急
きゅう

                            ⑩災害
さいがい

のこと     

⑪お金
かね

のこと                      ⑫日本
に ほ ん

の 文
ぶん

化
か

・風 習
ふうしゅう

  

⑬戸籍
こせき

・福祉
ふくし

・税金
ぜいきん

など、市
し

や 国
くに

の 制度
せいど

      ⑭生
せい

活
かつ

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

が 得
え

られないこと  

⑮特
とく

にない                     ⑯その他
た

 

 

 （５）上
うえ

の 問
とい

４（４）のように 困
こま

っていることが あるとき、あなたは どこから 情 報
じょうほう

を 得
え

て いま

すか。（３つまで〇）     

①盛岡市
もりおかし

の広報誌
こうほうし

「広報
こうほう

もりおか」   ②盛岡市
もりおかし

公式
こうしき

ホームページ 

③盛岡
もりおか

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

ホームページ・SNS     ④盛岡市
もりおかし

役所
やくしょ

 の 窓口
まどぐち

  

⑤岩手県
いわてけん

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

            ⑥日本
にほん

のメディア（テレビ・雑誌
ざっし

・新聞
しんぶん

）       

⑦学校
がっこう

・ 働
はたら

いているところ      ⑧日本人
にほんじん

の SNS                  

⑨外国人
がいこくじん

の SNS             ⑩いっしょに 住
す

んでいる 家
か

族
ぞく

・親
しん

族
ぞく

       

⑪日
に

本
ほん

人
じん

の 知
し

り合
あ

いや 友
とも

達
だち

         ⑫自分
じぶん

と 同
おな

じ国
くに

から 来
き

た 知
し

り合
あ

いや 友達
ともだち

  

⑬ 情
じょう

報
ほう

が 得
え

られない                ⑭その他
た

 

 

（６）盛岡市
もりおかし

の情 報
じょうほう

発信
はっしん

は どうなれば もっとよいと 思
おも

いますか。（いくつでも〇） 

①やさしい日本語
に ほ ん ご

の 発
はっ

信
しん

が 増
ふ

える       ②言
げん

語
ご

の数
かず

が 増
ふ

える 

③発
はっ

信
しん

の頻
ひん

度
ど

が 増
ふ

える             ④情 報
じょうほう

発信
はっしん

のツールが 増
ふ

える 

⑤今
いま

の ままで よい              ⑥その他
た

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは おわりです。 ご 協
きょう

力
りょく

 ありがとう ございました。 
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（3）封筒（発送用）  

 

            表面                     裏面 
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（4）封筒（返信用）  

 

          表面                     裏面 

 


